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体細胞から直接に樹立される人工多能性幹（induced�Pluripotent�Stem,�

iPS）細胞は、胚性幹（ES）細胞に近似した特性を持つ。私達は萌芽期にあるiPS

細胞を、細胞移植治療、病態解明、有効で安全な薬剤の開発などへ応用可能な水

準に到達させることを目標としている。�

2006年、iPS細胞はマウスで初めて樹立された。多能性誘導因子の多くはES細胞

の多能性維持因子と同じであると考え、多能性誘導を薬剤耐性獲得で評価する

アッセイ系を構築し、24の候補因子を線維芽細胞にレトロウイルスで導入して

いった。その結果、Oct3/4、Sox2、c‑Myc、Klf‑4が多能性誘導因子の実態である

ことを明らかにした。その後、選択指標の変更でマウスiPS細胞の多能性を向上

させ、生殖系列への分化能を実証した。さらには、レトロウイルスによる遺伝子

導入効率を高める工夫を行い、ヒト線維芽細胞からのiPS細胞樹立を達成した。�

一方で、iPS細胞に由来するキメラマウスでc‑Mycレトロウイルスのゲノム挿入

に起因すると考えられる腫瘍形成が認められた。c‑Mycを除いた3因子でiPS細胞

を樹立するとともに、間葉系の線維芽細胞以外に、上皮系の肝細胞や胃上皮細胞

から4因子を用いてマウスiPS細胞を樹立し、腫瘍原性を比較した。その結果、線

維芽細胞の場合、4因子よりも3因子誘導のiPS細胞が、また、線維芽細胞よりも

肝細胞や胃上皮細胞由来のiPS細胞の方が腫瘍原性は低かった。腫瘍形成は将来

の臨床応用において大きな

課題となる。そのため、ウ

イルスベクターに代わりプ

ラスミドで樹立したとこ

ろ、サザンブロット解析で

は外来遺伝子のゲノム挿入

が認められないマウスiPS細

胞が得られた。�

� 臨床応用に向けたiPS細胞

の研究進捗について講演す

る。�
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  御講演内容御講演内容 ～山中教授抄録より～ 

講演中の山中教授  

スライドは研究着想に至る基本概念 









ごあいさつ

� 研究科長　高　井　義　美　

　第４回神戸大学ホ－ムカミングデイを迎え、本年も医

学部医学科の先輩方・在校生の皆様にお集まり頂く機会

を得ました。すでにご存知の方もおられると思いますが、

昨年 11 月７日に共同研究館 ( 動物実験施設 ) と寄附建物

の竣工記念式典を行いました。これによりトランジェニッ

ク動物を用いた最先端の研究が益々発展することが期待

できます。また、基礎学舎・北棟の耐震工事も本年２月

末に無事終わりました。これも偏に神戸大学医学部先輩

のご支援の賜物です。厚く御礼申し上げます。

　平成卒業のクラス会代表に対して多くの依頼をさせて

いただきました。基本的には，ホームカミングデイは、当

時の野上学長の方針で，昭和卒業生に対して 10 年刻みで

重点学年を設け出来るだけ多くの卒業生との接点を持と

うとするものでした。神緑会は、２年ごとの名簿を発刊

するなどの他の学部の同窓会とは異なる密度での活動を

行ってきました。名簿の白紙が多いのが平成卒業であり、

クラス代表の協力を何とかしたいとの方針を持っていま

した。アンケートの実施など工夫しましたが難しい面も

あり、今後改めて、クラス代表の交代などの協力を求め

る予定です。

� 社団法人　神緑会理事長　前　田　　　盛　
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神緑会館前にて
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